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技術部門    

専門とする事項   
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「 I n d e x① ｲ ﾝ ﾌ ﾗ M× デ ジ タ ル 技 術 」 ①  

水：現状（背景） 

緑：現状に対する問題点 

橙：理想 

紫：条件や解答の目的 

赤：題意（前提条件） 
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） 戦 略 的 な 予 防 保 全 計 画 の 策 定  

 我 が 国 の 社 会 イ ン フ ラ は 高 度 経 済 成 長 期 に 集 中 的 に

整 備 さ れ 、 建 設 後 5 0 年 以 上 経 過 す る 施 設 の 割 合 が 加

速 度 的 に 増 加 し て い る 。 限 ら れ た 人 員 や 予 算 で は 膨 大

か つ 多 様 な 社 会 イ ン フ ラ に 対 応 で き ず 、 重 大 な 損 傷 の

見 落 と し や 維 持 管 理 費 の 増 大 が 懸 念 さ れ る 。 こ の 状 況

の 中 、 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 維 持 管 理 の 高 度 化 へ の

転 換 が 必 要 で あ る ① 。 よ っ て 、 維 持 管 理 ・ 品 質 確 保 面

の 観 点 ② か ら 戦 略 的 な 予 防 保 全 計 画 の 策 定 が 課 題 ③

で あ る 。  

 

① 背景部分は、問題文とほぼ同一の内容であり、「予防保全が進んでいない現状」「なぜ予防保全が

できていないのかという原因」が一切書かれていません。技術士試験では、課題抽出の前に必ず次

の構造が必要です。現状→現状の問題点→問題点の原因→原因から導かれる課題、しかし、ここで

の内容は、老朽化が進んでいる→ デジタル技術が必要→ よって予防保全計画が課題という飛躍し

た三段論法になっており、課題の根拠が示されていません。飛躍個所は、課題が「予防保全」なの

に、背景は「維持管理の高度化」といった点です。背景と結論が接続していません。 

② 観点は、維持管理が題意なのに維持管理が観点ではすべてに当てはまります。また、並列であらわ

されている品質確保も、課題の上位概念になっていません。 

③ ①のとおり、背景と課題がつながっていません。本来必要なのは、点検データの粒度がバラバラ、

劣化予測モデルが未整備、予算配分が事後保全に偏る、施設台帳が未整備、予防保全の優先度評価

ができないなどの具体的な阻害要因です。阻害要因がないため、課題が「突然出てくる」状態にな

っています。また、計画の策定ではもはや解決策であり、課題としては視点が狭すぎます（これを

選定していますが、これでは解決策を書けないと思います）。 

水：現状（2 行） 

緑：問題点（2 行） 

紫：可能性、必要性 

赤：観点と課題 
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（ ２ ） イ ン フ ラ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 構 築  

 イ ン フ ラ に 関 す る 多 様 な デ ー タ が 各 所 に 点 在 ④ し 、

人 流 ・ 物 流 ・ 地 形 ・ 気 象 ⑤ と い っ た 他 分 野 の デ ー タ と

の 連 携 が 十 分 に 図 ら れ て い な い 。 こ の た め 、 イ ン フ ラ

デ ー タ の 統 合 的 な 分 析 や 維 持 管 理 に お け る 高 度 な 意 思

決 定 ⑥ が 困 難 と な っ て い る 。 こ の 状 況 の 中 、 効 率 的 な

デ ー タ 収 集 ・ 統 合 ・ 分 析 基 盤 ⑦ の 構 築 が 求 め ら れ る 。

よ っ て 、 デ ー タ 連 携 ・ 活 用 体 制 面 の 観 点 ⑧ か ら イ ン フ

ラ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ⑨ の 構 築 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） D X 推 進 を 支 え る 制 度 ・ 人 材 育 成  

 建 設 業 界 全 体 に お い て I C T 活 用 、 D X 推 進 が 不 可 欠

⑩ で あ る が 、 既 存 の 制 度 ・ 運 用 が デ ジ タ ル 社 会 の ニ ー

ズ ⑪ に 十 分 に 対 応 で き て い な い 。 こ の た め 、 生 産 性 向

④ 多様なデータとは、各所とはどこか分かりません。 

⑤ これらのデータが維持管理に必要である理由が書かれていません。結果として、「なぜ他分野デー

タが必要なのか」 「それがストック効果最大化とどう関係するのか」 が全く理解できません。 

⑥ 統合的とは何を統合するのか、どの分析ができないのか、高度な意思決定とは何を指すのか、何が

困難なのか、どのような支障が生じているのか、すべてが曖昧で内容が空疎です。技術士試験では

「抽象語の羅列」は最も避けるべき表現です。 

⑦ これも同じですね。分析基盤とは、データレイク？API 連携？CIM モデル？クラウド GIS？AI 解析

環境？何も説明がないため、読み手は何を構築するのか理解できません。 

⑧ 先ほどもそうですが、観点は本来、課題を分類する軸であるべきなのに、データ連携（技術的）と

活用体制（組織的）という異なる概念を並列にしているため、観点として成立していません。 

⑨ 「インフラプラットフォーム」の定義がなく、何を指すのか不明です。 
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上 が 滞 り 、 業 務 効 率 化 が 進 ま ず 、 イ ン フ ラ の 安 全 性 と

持 続 性 の 確 保 が 困 難 ⑫ と な っ て い る 。 こ の よ う な 状 況

の 中 、 限 ら れ た 人 員 で 、 D X 推 進 を 加 速 さ せ る た め の

制 度 改 革 ⑬ と 、 デ ジ タ ル 技 術 を 使 い こ な す 技 術 者 の 育

成 が 求 め ら れ る ⑭ 。 よ っ て 、 制 度 面 ・ 人 材 面 の 観 点 か

ら 、 D X 推 進 を 支 え る 制 度 ・ 人 材 育 成 が 課 題 ⑮ で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 老 朽 化 の 進 行 は イ ン フ ラ の 安 全 性 に 直 結 し 、 国 民 の

信 頼 確 保 の 最 重 要 課 題 で あ る ⑯ 。 デ ジ タ ル 技 術 の 高 度

化 は 、 限 ら れ た 資 源 で 予 防 保 全 へ の 転 換 を 可 能 に す る

⑰ と 考 え 、 「 戦 略 的 な 予 防 保 全 計 画 の 策 定 」 を 最 も 重

要 な 課 題 に 選 定 し 、 解 決 策 を 示 す 。  

⑩ 業界全体で不可欠は言い過ぎです。DX していないプロセスはたくさんあります。不可欠と断言する

なら、理由を書きましょう。 

⑪ デジタル社会のニーズとは、データ標準化？効率的な維持管理？住民サービスの高度化？リアルタ

イム監視？何も説明がないため、読み手は何を指しているのか理解できません。 

⑫ ニーズに対応してないから、これらが問題との理論は成立していません。よって、生産性の滞り、

効率化が進まない、安全・持続性の確保困難、すべて飛躍しており、因果関係が一切示されていな

い文章になっています。 

⑬ なぜ人員不足から制度改革に飛ぶのか理解できません。 

⑭ いきなり人材の話になっているのか？脈絡がなさ過ぎて混乱します。 

⑮ 観点は⑧と同様。観点と課題が同じになっていることに加え、前述の必要性も同じ内容です。これ

では同じことを何度も主張しているだけで、議論が一歩も前に進んでいません。 
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（ １ ） 高 精 度 点 検 ・ 診 断 技 術 の 導 入 と 標 準 化  

 ド ロ ー ン 、 A I 画 像 解 析 、 I o T セ ン サ ー な ど の デ ジ タ

ル 技 術 を 導 入 し 、 イ ン フ ラ の 点 検 ・ 診 断 を 自 動 化 ・ 高

精 度 化 す る ⑱ 。 例 え ば 、 道 路 メ ン テ ナ ン ス に お い て 全

方 位 カ メ ラ 搭 載 車 両 で 路 面 ひ び 割 れ や 空 洞 を 調 査 し 、

A I 解 析 で 迅 速 に 診 断 す る 。 ま た 、 U A V や 点 検 ロ ボ ッ ト 、

A I を 活 用 し 、 点 検 ・ 診 断 お よ び 記 録 集 約 を 効 率 化 し 、

省 人 化 ・ 省 力 化 と 安 全 性 向 上 を 実 現 す る ⑲ 。 ⑳  

 

（ ２ ） B I M / C I M を 活 用 し た デ ジ タ ル ツ イ ン の 構 築  

 構 造 物 の 設 計 ・ 施 工 ・ 維 持 管 理 デ ー タ を 一 元 的 に 管

理 す る B I M / C I M を 導 入 し 、 デ ジ タ ル ツ イ ン に よ る 劣 化

予 測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や 補 修 計 画 の 最 適 化 を 図 る ㉚ 。

具 体 的 に は 、 調 査 ・ 設 計 段 階 か ら 3 次 元 モ デ ル を 活 用

⑱ これでは、点検の高度化であって予防保全計画の策定を説明した内容ではありません。 

⑲ なぜ全方位カメラなのか、AI 解析とは何か、どう効率化するのか説明がなく不明です。効率化し、

省人化・省力化では重複しています。また、安全性向上は唐突です。点検の自動化が安全性向上に

つながるなら、高所作業の削減、交通規制の縮小、危険箇所への立ち入り不要といった因果関係を

示すべきです。しかし、この内容は説明なしで突然「安全性向上」と書いています。 

㉙ 見出しが「標準化」なのに、本文での説明はゼロです。 

⑯ これは題意であり、なぜここでこれを記述しているのか意図が分かりません。不要。 

⑰ これは、予防保全を実施した後の効果、デジタル技術を使った場合のメリットを説明しているだけ

で、なぜ３つの課題の中でこれが最重要なのか という選定理由になっていません。つまり、「予

防保全をやると良い」「だから予防保全が最重要」という説明になっています。 
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し 、 施 工 ・ 維 持 管 理 ま で 情 報 を 一 元 管 理 す る 。 こ れ に

よ り 、 補 修 方 法 の 提 案 や 健 全 度 確 認 を 効 率 化 す る ㉛ 。  

 

（ ３ ） デ ー タ 駆 動 型 予 防 保 全 シ ス テ ム の 構 築  

収 集 さ れ た 点 検 デ ー タ 、 劣 化 予 測 デ ー タ 、 過 去 の 補

修 履 歴 な ど を A I で 分 析 し 、 最 適 な タ イ ミ ン グ で 補

修 ・ 更 新 を 行 う 予 防 保 全 シ ス テ ム を 構 築 す る ㉜ 。 例 え

ば 、 点 検 デ ー タ を ク ラ ウ ド で 共 有 し 、 A I や ビ ッ グ デ

ー タ を 活 用 す る こ と で 、 他 自 治 体 の 事 例 参 照 や 損 傷 予

測 を 可 能 に し 、 戦 略 的 メ ン テ ナ ン ス を 実 現 す る ㉝ 。 こ

れ に よ り 、 突 発 的 な 事 故 リ ス ク の 低 減 と L C C （ ラ イ フ

サ イ ク ル コ ス ト ） の 最 小 化 を 図 る ㉞ 。  

 

㉜ これも予防保全計画の策定を説明した内容ではありません。また、AI で何をどう分析するのか不

明。「最適なタイミング」が何を指すのか不明。「戦略的メンテナンス」が未定義。説明が抽象的

で理解できません。 

㉚ これも予防保全計画の策定を説明した内容ではありません。また、BIM/CIM＝設計・施工段階の情

報モデルです。デジタルツイン＝維持管理段階でリアルタイム更新される動的モデルです。両者は

別概念であり、 BIM/CIMを導入しただけではデジタルツインにはなりません。 

㉛ 具体的とあるのに、一元管理、劣化予測シミュレーション、補修計画の最適化、健全度確認の効率

化と抽象語が並んでいます。また、3D モデルは主に、設計の可視化、施工の干渉チェック、工事の

出来形管理に使われるものでなので、予防保全計画の策定とは直接関係しないと思います。維持管

理で必要なのは、点検データの時系列管理、劣化進行の定量化、補修履歴の統合、劣化予測モデル

との連携などであり、3Dモデルの話は本質からズレていると思います。 
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３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

 デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 に は 初 期 投 資 や 専 門 知 識 が 必 要

と な る た め 、 財 政 力 や 技 術 系 職 員 の 数 に 差 が あ る 地 方

自 治 体 間 で 、 デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 ・ 運 用 能 力 に 大 き な

格 差 が 生 じ る リ ス ク が あ る ㉟ 。 対 策 は 、 国 や 広 域 自 治

体 が 主 導 し ㊱ 、 デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 支 援 や 共 同 利 用 可

能 な プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 提 供 す る 。 ま た 、 地 方 自 治 体

間 の 技 術 者 交 流 や 共 同 研 修 を 推 進 し 、 地 域 の 実 情 に 応

じ た デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 ㊲ ・ 運 用 を サ ポ ー ト す る 。  

 

４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

㉟ 本来の課題は予防保全の計画策定です。解決策がズレているのでやむを得ないですが、リスクも課

題からズレています。 

㊱ これでは主体性に欠けます。技術士試験は「自らの業務としてどう対応するか」を問われていま

す。国に丸投げするのは主体性の欠如です。これでは、技術者としての責務を放棄しているように

見えます。 

㊲ なぜ交流すると地域の実情に応じられるのか、どのような知識が共有されるのか、どのように運用

能力が向上するのか、どのように格差が縮小するのか、つまり因果関係が成立していません。 

㉝ AI で分析する、他自治体の事例を参照できる、損傷予測ができる、戦略的メンテナンスができる、

事故リスクが減る、LCC が最小化される、しかし、これらはすべて因果関係が不明で飛躍していま

す。必要なのは、データの精度、データの標準化、劣化モデルの妥当性、予測精度の検証、運用体

制、意思決定プロセスなどだが、解答にはこれらが一切ありません。 

㉞ どのように事故リスクが減るのか、どのように LCC が最小化されるのか、どのモデルを使うのか、

どのデータを使うのか、結果だけを並べただけで論理的説明がありません。 
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 倫 理 の 観 点 か ら は 、 デ ジ タ ル 技 術 で 得 た デ ー タ を 公

衆 の 安 全 ・ 福 利 を 最 優 先 に 確 保 す る た め に 、 透 明 性 を

も っ て 公 開 す る 姿 勢 が 要 件 で あ る ㊳ 。 社 会 の 持 続 性 の

観 点 か ら は 、 L C A デ ー タ 等 を 活 用 し た 環 境 負 荷 低 減 、

デ ー タ に 基 づ く 合 理 的 な 選 択 ㊴ な ど 、 持 続 可 能 な イ ン

フ ラ 整 備 に 貢 献 す る こ と が 要 件 で あ る 。  － 以 上 －  

 

㊳ この部分は文法的に成立していません。「データを確保する」ではなく「安全・福利を確保す

る」。しかし「データを」が目的語として残ってしまっています。結果として「データを安全・福

利を確保するために」という意味不明な構造になっています。また、透明性を高めることと「公衆

の安全・福利の確保」は因果関係がないと思います。 

㊴ どのデータ？どの選択？どの意思決定プロセス？どの評価指標？何も書かれていないため、内容が

空疎です。 


